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わたしたちの道徳教育とは何か
―稲富進著『島人（シマンチュ）二世教師と在日朝鮮人教育』
印　藤　和　寛
　これは、一人の教員の目を通して、日本の戦
後教育の本質的な最先端における、教育現場の
様相を具体的に記録した希有な本である。「在
日朝鮮人教育」という教育の一領域についての
指針であるとともに、「道徳」の教科化が議論
される今日、教員が直面する現場での「道徳教
育」とはほんとうは何なのかを考える上でも貴
重な問題提起になっている。
　発行後まもなく開かれた「稲富先生最終講義」
（12月 1 日全国在日朝鮮人教育研究協議会大阪
（日本の学校に在籍する朝鮮人児童生徒の教育
を考える会）、略称「全朝教大阪（考える会）」
主催）で桂正孝（大阪市大名誉教授）さんが言
われたように、運動の前進時には沢山あっても
後退時にはこうした記録が残されないものだ
が、この本はそれを描ききった点で貴重であ
る。また、いわゆる「解放教育」運動の一翼を
担って部落解放の課題と共通する側面と共に、
また全く別の課題として在日朝鮮人教育を位置
づける視点、一般的な「差別反対」や一部で見
られたような自分をとかく正義の側に置くのと
は違う観点、そのような活動がいかにして存在
したのかが、ここで明らかにされている。それ
は、同じ会で朴正恵（パク・チョンヘ、元大阪
市民族講師・国際理解教育総括指導員）さんが
指摘された、日本の学校、教員の「自分の立ち
位置」、仕事の上での責任の問題である。今、
これを「道徳教育」と言い換えてみてもよい。
それはいつの時代にも不変の、教育の根本につ
ながる。
　稲富さんは四十年近く前から、教育運動のリ
ーダーというよりは道徳の先生が似つかわしく
見えた。出身地については、本の表題「島人」
に（奄美・徳之島）と註記されている。徳之島
と聞いて、誰でもすぐに思い出す―「徳之島
ノ北西二百浬ノ洋上、「大和」轟沈シテ巨體四
裂ス　水深四百三十米　今ナホ埋没スル三千ノ
骸　彼ラ終焉ノ胸中果シテ如何」（吉田満『戦
艦大和の最期』末尾）。1945年 4 月、徳之島に
も多くの死者が流れ着いたという。奄美加計呂
麻島の特攻艇基地は島尾敏雄の小説で有名だ
が、そこからも戦後長い間鹿児島と往来するこ
とは「不法入国」「密航」であったことは、こ
の本を読むまで気づかなかった。（こうした感
覚は世代毎に異なるのだろう。筆者は、「日本
の最南端は与論島」と習った世代であり、1972
年の「沖縄返還」時、それの一面を日本軍（自
衛隊）の沖縄再進駐ととらえる友人の言に目を
開かされたものだ。）第二次大戦後、沖縄とと
もに米施政権下に置かれた奄美群島は、1953年
12月25日に鹿児島県に「復帰」した。昨2013年
末はその六十周年で、名瀬市で記念式典も開か
れた。
　稲富少年は、大阪市交通局に勤める叔父を頼
って、両親と共に徳之島から大阪に出た。戦争
末期、学童疎開が進む中、家族は中河内郡（現
東住吉区）矢田村へ疎開、村立小学校で「国旗
掲揚」のラッパを得意になって吹く優等生の皇
国少年が、1945年 3 月の卒業式で読む答辞を家
中で練習していたその夜、大阪は大空襲に襲わ
れた。故郷と切り離された戦後の苦難、「手々
正直、親が教えた塩の味」の島人の教訓を地で
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行くように、イカ焼きの屋台を引いて生活を支
えながら、戦後の教育改革の中を大阪学芸大学
（現教育大）で学んで、1956年大阪市立難波中
学校に赴任した。
　この模範教員は、社会科教育の授業研究のス
ペシャリスト、また道徳教育で大阪市を代表す
る存在になっていった。それ自体が戦後の学習
指導要領の変遷、文部省（当時）の施策と重な
る。しかしそうした戦後の民主主義教育は、学
校現場でどのような現実にどう向き合ったので
あろうか。
　中学二年で家の経済を自ら担い学校には来な
くなる被差別部落の子ども（難波中）、促進学
級の、他のクラスから馬鹿にされると訴える子
どもたち、学年集会で「先生は口ではいいこと
を言いながら、私たちは私立受験でも排除され
る」と迫る在日朝鮮人の子ども（城陽中）、黒
板の注意よびかけを見て押し黙り「わたしら文
字が読めたらここに来ていない」と告げる年配
の生徒たち（天王寺夜間中）。これらは、それ
ぞれの時期の教育が直面した現実を教えてくれ
る。それは、模範教員にとって、いわゆる道徳
教育の有効性が打ち破られる経験でもあったろ
う。そこでどのような教育を作り出すのか。
1971年、大阪市中学校校長会は、朝鮮人の子ど
もが「一般に利己的、打算的、せつな的…わが
まま勝手、ふしだらな傾向」「罪悪感に欠け」「日
本人子弟がかえってこれらに感化される」とい
う文書を配布していた。当時、1952年「日本の
主権回復」、日本国籍の最終的消失によって全
くの無権利状態となった在日朝鮮人の子ども
は、1965年日韓基本条約によってやっと公立学
校への入学が権利として認められるようになっ
ても、私立学校での排除はまだ継続していた。
子どもの教育に際して道徳性に欠けていたの
は、朝鮮人中学生か、はたまた日本の学校、教
育そのものか。反面、そうした1970年代初めの
一般的風潮が、そのまま現在の政治家や在特会
の「朝鮮学校の子どもは迫害されて当然」とい
う政策や言説に引き継がれていることもわか
る。
　1971年に現場教職員によって全朝教大阪（考
える会）が結成され、稲富さんらが進めた在日
朝鮮人教育運動は、それがやっと確立した全国
組織において1995年以降排除に遭遇する。それ
でもその成果は現在の大阪市内100余校を初め
とする大阪府内各地、神戸市などの民族学級、
北九州などの夜間中学に結晶している。それ
は、学校教育そのものの道徳性を保持するため
の、学校として最低限の方策でもあったのだ。
　しかし、その活動が一貫して掲げた「本名を
呼び名のる」教育のあり方は、今日なお大きな
困難に直面し続ける。この本では、2009年大阪
梅田の阪急ビル建てかえ工事に従事した日雇い
労働者金稔万（キム・インマン）さんが、作業
用ヘルメットの名前シールを本名から通名に貼
り替えられ、入構時に通名で呼び続けられた苦
痛に対する企業三社と国を相手にした損害賠償
請求裁判にも触れられている。大阪高裁の判決
はさまざまな強制の事実を認定しながらも、
「強いて差別しようという害意をもって」しな
い限り損害賠償には値しないとした。創氏改名
をはじめとする植民地支配の諸政策の結果につ
いて日本国と日本社会の現状を追認したこの判
決は、今後最高裁で争われることになる。こう
して、学校でも善意の教師が子どもを「通名（日
本名）で呼んであげる」ことは是認され、創氏
改名はそのまま日本で生きている。それによっ
て日本優位と朝鮮が劣ったものという、客観的
には笑うべき観念（白人が優り黒人が劣ってい
ると言うのと同じ）が支配し、その時子どもは
「朝鮮人であることは否定すべきこと、隠すべ
きこと」と学習するわけである。1970年代に稲
富さんが、また多くの教師たちが、これを放置
することは「道徳教育」の見地から、そして子
どもの「教育をつかさどる」教員にとっての教
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育の根本からして、ありえないと自問自答し
て、「本名を呼ぶ」教育活動はこうして始まり、
2001年の大阪市教育委員会「在日外国人教育基
本方針」に結晶し、今もまた日々営々と続けら
れている。
　こうした教育実践、教育運動がその1970年代
の最初期に支えとしたのは、教育委員会や行政
機関の中の心ある人々とともに、教職員組合運
動であったことにも触れられている。市川正昭
さん（鶴見橋中）が稲富さんと表裏一体となっ
て教育運動を進めた。当初は在日本大韓民国民
団（当時は居留民団）からも在日本朝鮮人総聯
合会からも（南北両側から）否定攻撃され、そ
れでも日本人教員の責任で始められた「在日朝
鮮人教育」、日本の学校の中の民族学級創設、
その独自性、一貫性はどこから来るのかを振り
返れば、それは教育労働者の職責、「職業に貴
賎無し」「人は皆平等」の戦後の理想主義にも
とづく教員の仕事の掘り下げ、「教師の自覚と
責任」「子どもの学習権の保障」―この「子ど
も」が「在日朝鮮人の子ども」である場合―
についての自己反省からする当然の道筋、であ
る。子どもたちが、自分の生まれ、自分の親、
民族、国籍、そうした自分自身を否定したり、
隠したりすることなく、安心して肯定的に受け
止めることができ、周囲もそれを受けいれる、
これが教育成立の根本ではないのか、そのため
の努力をしないでいて、教員は教員たりえるの
か。1980年代の筆者の経験でも、当時「道徳」「人
権」などきれいごとを並べる教員は子どもたち
の「チョンコ、チョンコ」（朝鮮人を指す、ま
た別の場面では「ガイジ」、障がいのある子を
指す）の大合唱に直面したものだった。教員は
こうして、自立した精神を持ち続ける限り、「道
徳」という名前で「何を教えるか」とともに、
学校や教育の仕組みを「道徳」に添ったものに
作りかえる具体的な努力をこれからも続けるだ
ろう（註）。稲富さんがその道を進んだように、
それこそが道徳教育である。客観的に見ると稲
富さんは、道徳教育から進んで「在日朝鮮人教
育」という形でその中身の幾分かを実現したよ
うに見える。この本にはそうした戦後教育がな
した最先端の教育の根幹がつまっている。
　この本が描く日本の学校での教育運動は、ま
た別に、在日朝鮮人自身の民族教育運動の視点
からも点検されるべきだろうが、ここでは日本
の戦後「国民教育」から始まった教育のあり方
を振り返ってみた。ただもし、大阪の朝鮮学校
の子どもたちの作文を読んでみる機会があった
なら、そこに例えば千里中央で屋台を引く親の
姿が描かれているのもわかる。その親に、その
子どもたちに、今どのような仕打ちが加えられ
ているかの問題の責任は、また別に論じるべき
だろう。しかし、小学校高学年から中学高校の
子どもたちは世間の一般的風潮の圧倒的影響を
受けるのであり、この本は、そのまま放置すれ
ばやがて「北朝鮮やっつけろ」「朝鮮人殺せ」「韓
国、中国大嫌い」と唱和しかねない子どもたち
を育てるような「（道徳）教育」のあり方に抗
する今日的教育課題への問題提起になってい
る。それはまた、入江昭（ハーバード大学名誉
教授）さんがかつて関西大学での講演（2002年
7 月）で紹介された苦闘するアメリカの社会科、
歴史教員たち、 9 月11日以降の合衆国での「愛
国」主義、排外的風潮、イラク戦争募兵への協
力強制に対抗して、 1 年10ドル20ドルの会費で
運営されるグラスルーツの活動とも連帯するも
のだろう。
　最後に偶々目についた点。初期の「むくげ」
発行について、編集は田宮美智子さんが中心、
ガリ版印刷は枚方市役所の方々（P290）、1995
年に組織的排除に遭い、その後稲富さん自身が
レポート参加を申し出て拒否されたのは第22回
全朝教（神戸）研究集会の2001年（P303）、「全
朝教通信」は、1971年稲富進さんが代表となっ
て設立された全朝教大阪（考える会）の会誌「む
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くげ」とは違い、全国組織である全国在日朝鮮
人教育研究協議会（稲富さんが最初の会長、の
ち内山一雄会長の下で事務局長、1994年まで）
の広報誌で1983年設立当初から長く吹田の辻雅
義さん・足立龍枝さんがその発行を担当してい
た（P315）。
（註）大阪市立南小学校は13か国80人の外国人
の子どもたちが学ぶ。夜子どもだけで過ごす家
庭も多く、昨年フィリピン出身保護者が心中を
図り 1 年生が亡くなる事件も起きた。学校は懸
命に子どもや親たちを支えようと努力し、その
実情を知った支援NGOが結集して、2013年 9
月から夜間教室「MINAMIこども教室」が開
講された（読売新聞大阪版2013年11月 6 日「外
国人児童に夜間教室」南部さやか署名記事）。
（稲富 進 （著）『島人（シマンチュ）（奄美・徳
之島）二世教師と在日朝鮮人教育』　329ページ 
新幹社 2013年10月発行、価格2,100円、ISBN-
10: 4884001044）
